
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県計画のポイント 

① 災害廃棄物発生推計量の見直し 

  対象廃棄物の精査（道路堆積土砂の除外），最新の建物

被災棟数を用いた試算等により，災害廃棄物の発生推

計量を見直した 

  ※当初推計（７/25）約 200万 t ⇒ 約 140万 t 

② 二次仮置場の設置，広域処理 

  大量の災害廃棄物が発生した市町における二次仮置場

の設置場所（11市町 15箇所）や，広域的な処理の流れ

を具体的に示した 

③ 処理スケジュール 

  県基本方針（平成 30年８月８日）に掲げた処理目標期

間の達成に向け，各市町の具体的な処理スケジュール

をとりまとめた 

④ 事務の委託 

  処理に必要な事務の管理・執行が困難な状況にある市

町については，地方自治法に基づき事務の委託を受け

て県が二次仮置場以降の処理を実施（対象市町：坂町） 

災害廃棄物の処理フロー 

 

埋立資材等
県管理海面埋立地等

残土処分
935,700 t 残土処分場≪民間≫

埋立処分
廃棄物最終処分場≪県・市町・民間≫

171,200 t
リサイクル

産業廃棄物破砕施設≪民間≫

リサイクル
産業廃棄物破砕施設≪民間≫

1,123,000 t 16,100 t

46,600 t
290,100 t 焼却処分

一般廃棄物焼却施設≪市町≫

22,800 t
埋立処分

廃棄物最終処分場≪県・市町・民間≫

69,300 t
リサイクル

産業廃棄物破砕施設≪民間≫

129,500 t
リサイクル

家電リサイクルプラント

100t未満
リサイクル

売却

7,700 t

14,200 t 100t未満

ﾘｻｲｸﾙ，焼却，埋立等
県外産業廃棄物処理施設≪民間≫

専門業者

コンクリートがら

廃家電

金属類

その他処理困難物

不燃物

被災現場 二次仮置場 処分（県内）

土砂

がれき類

一次仮置場

廃棄物混入土砂
（流木を含む。） 流木

廃家財等・
建物解体廃棄物

木くず

その他可燃物

選別

（重機等）

選別

（ふるい等）

混合廃棄物

※緊急対応

➢ 県内広範囲に約１４０万ｔの災害廃棄物が

発生し，そのうち約８割が廃棄物混入土砂，

約２割が廃家財等及び建物解体廃棄物 

平成 30年７月豪雨災害に係る広島県災害廃棄物処理実行計画【概要版】 

目的 

広島県内で発生した災害廃棄物を迅速かつ適切に処理するために

必要な事項を定め，早期の復旧・復興を実現する。 

（基本的考え方） 

次の事項に配慮しつつ，適正かつ確実な処理を実現 
1.『安 全』… 県民の衛生環境や安全の確保を最優先とする 

2.『スピード』… 被災地の早期の復興を目指し，迅速な災害 

廃棄物処理を行う 

3.『経 済 性』… 適正な分別による処理コスト削減，地元企業の

活用等により地域の経済的復興を促進 

③処理スケジュール 

 
・一次仮置場の解消 ⇒ 平成 30年 12月末まで 

H30.8月末まで H30.9月末まで H30.10月末まで H30.12月末まで 

３市 ３市町 ３市町 ８市町 

・災害廃棄物の処理 ⇒ 平成 31年 12月まで 

H30.12月末まで H31.3月末まで H31.6月末まで H31.12月末まで 

３市町 ２市 ３市町 ９市町 

※今後は，処理の節目ごとに進捗状況を公表する 

7 8 9 10 11 12 1 ・ ・ ・ 11 12 1 2 3

処分
（再生利用，焼却，埋立等）

一次仮置場
（搬出，撤去）

二次仮置場
（集積，選別，破砕等）

　　　　　　　　　　　　　　工　程
　　項　目

災害廃棄物処理実行計画策定

平成32年平成30年 平成31年

策定

設置 運営 片づけ

処分

平成30年12月末終了

平成31年12月末終了

県・市町の役割 

市町 災害廃棄物の処理主体 

○廃棄物の撤去，運搬，処分 

○仮置場の設置・運営 

県 処理主体である市町への支援 

○関係団体・機関との広域的な調整 

○専門家派遣等による技術的支援 

○県管理埋立地（土砂・廃棄物）での廃棄物等の 

受入れ 

○市町からの事務委託を受け処理を実施 

 

平成 30 年８月 31 日 

広 島 県 

①災害廃棄物の発生量 ②二次仮置場の設置状況 

災害廃棄物の流れ（呉市・坂町） 

➢ 被災現場・一次仮置場の廃棄物を二次

仮置場に集約して選別し，処分先に搬出 

別紙 

災害廃棄物発生推計量 

全体 1,413,100 t 

 廃棄物混入土砂（流木を含む） 1,123,000 t 

 廃家財等・建物解体廃棄物 290,100 t 

 

➢ 呉，坂の２市町で県全体の約６割を 

占めており，県西部における大量の 

廃棄物混入土砂の処理が課題 

⇒ 県管理埋立地への海上搬入に 

より対応 

災害廃棄物発生推計量 

呉市 562,700 t 

坂町 270,000 t 

 

凡例 

二次仮置場[市町設置] 

二次仮置場[県設置] 

公共関与廃棄物処分場 

県管理海面埋立地 

尾道糸崎港貝野地区 

広島港出島地区 
埋立第 3工区 

広島港出島地区 
廃棄物等埋立処分場 

福山港箕島地区 
廃棄物等埋立処分場 

④ 

坂町 


